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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、やさしい日本語書き換えシステム「やさしくなーれ」を多義語の意
味の特定も可能なものに改良することにある。本研究では、多義語の意味の決定パターンの抽出を行い、それを
もとに「意味特定アプリ」を開発し、「やさしくなーれ」に組み入れた。「意味特定アプリ」は、これまでの形
態素解析による分析に加えて、慣用句等への対応を可能にするため、連語を扱える仕組みを取り入れた。最新版
の「やさしくなーれ」では、入力文と書き換え文が併記される。また、適切な書き換えが難しい語や意味の特定
が難しい語については、書き換えは行わず、バルーンを用いて、意味をやさしい日本語で示す。研究成果はweb
上で無償公開している。

研究成果の概要（英文）：This research was undertaken to improve and expand the functions of the web 
based rewriting system known as Yasashikuna-re (a system for rewriting Japanese words into 
simplified words). Specifically, the research aimed at the inclusion of polysemic words (words with 
multiple meanings) and word phrases (such as idioms) to broaden the range of words that can be 
simplified. In order to include polysemic words and word phrases, the authors developed a semantic 
meaning identifier application based on previous research on semantic patterns found in these words,
 and then integrated this application into the system. The new version of Yasashikuna-re shows a 
screen with both the simplified results and the original sentence. In the case of words that are not
 amenable to simplification for various reasons, these words are marked with notes in a balloon 
format on the screen giving the definition of the word in easy Japanese. The new system is available
 with open access on the web.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
共生社会実現のためには、日本語弱者に対する支援が不可欠である。日本語弱者にとって、漢字熟語が多く含ま
れ、カタカナ語も多用された日本語の文章は難解であり、情報の提供方法の改善に加えて、読解支援のための対
応が求められている。本研究は、これまで開発を進めてきたやさしい日本語への自動書き換えシステム『やさし
くなーれ』を改良し、多義語の意味の特定が可能なものに整備した。特に、漢字熟語が多いサ変名詞や形容動詞
等について、前後関係から意味を特定しやさしく書き換えて表示する仕組みを整えた。また、入力文と書き換え
文の双方に自動で漢字の読みを表示できるようにした。システムはWeb上で公開している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究の社会的背景として、共生社会実現のために日本語弱者に対する支援が不可欠である

という事情がある。日本語弱者にとって、漢字熟語が多く含まれ、カタカナ語も多用された日

本語の文章は難解であり、情報の提供方法の改善に加えて、読解支援のための対応が求められ

ている。これまで、研究代表者は、日本語学習者への読解支援システムの提供を行うとともに、

外国人介護福祉士候補者のための教材作成プロジェクトチームを主導してきた。その活動を通

して、日本が「共生社会」をめざすためには、わかりやすい日本語で書かれた文章による情報

発信を行う必要性を痛感し、やさしい日本語への自動書き換えシステムの開発を行ってきた。 

 研究の学術的背景としては、研究代表者らが、1999 年から、Web 上で公開してきた日本語読

解学習の支援サイト『リーディング・チュウ太』（http://language.tiu.ac.jp/）がある。この

サイトは Web 上の学習支援環境として先駆的役割を果たしてきたが、提供している学習支援ツ

ールの一つに、入力文中のすべての単語の難易度を自動で判定する「語彙チェッカー」がある。

これは、文章に含まれる単語の難易度を「旧日本語能力試験」の出題基準をもとに判定し、級

ごとに色分けして表示するツールである。「語彙チェッカー」は、やさしい日本語の文章を書く

際の有用なツールとして、「『やさしい日本語』の作成ルール」（弘前大学）、「外国人にやさしい

日本語表現の手引き 2006」（埼玉県総合政策部国際課）を始め、様々な公共機関の広報紙等で

紹介され、各方面で活用されている。その後、文の難易度の判定システムとして、「帯」（Sato, 

et al. 2008）や、「日本語リーダビリティー測定」（柴崎 2009）などが公開されたが、いずれ

も読み手として日本語母語話者を想定しているため、日本語学習者のためには「語彙チェッカ

ー」に代わるものはなかった。そこで、研究代表者らは、平成 21-23 年度基盤研究(B)において、

個々の単語の難易度および一文ごとの長さを基準にして文章の難易度を自動判定するシステム

を開発し（川村 2011）、Web 上で公開（http://basil.is.konan-u.ac.jp/chuta/level/）した。 

さらに、前研究課題である平成 24-26 年度基盤研究(B)では、日本語教師のやさしい文への書

き換え術を「集合知」として収集し、文章に含まれる難易度の高い単語を自動でやさしい単語

に書き換えるシステムの開発を行い、『チュウ太のやさしくなーれ』（以下『やさしくなーれ』）

として Web 上での公開を開始した。このシステムの開発過程において、多義語の意味を特定す

る必要性が明らかになったため、今回の研究を開始することとなった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、多義語の意味を特定し、自動でやさしい日本語に書き換えることのできる読解支

援システムの構築を目指している。日常よく使われる基本語の中には、意味範囲が広く、慣用

表現等にも用いられ、多義語になるものが数多くあるが、難易度の高い単語にも多義語が多数

存在する。多義語の意味の特定は文脈に依存しているため、単純に自動でやさしい日本語に書

き換えることはできない。そこで、既存の『やさしくなーれ』では、多義語については書き換

えを行わず、複数の意味を併記して示すという形をとっていた。ところが、「日本語弱者」にと

って多義語の意味の特定は難しい。そのため、難易度の高い多義語についても、文中での意味

を特定したうえで、やさしい日本語に書き換える必要性は高い。そこで、本研究において、特

に漢字熟語から構成されている難易度の高いサ変動詞・形容動詞等について意味決定のルール

を抽出し、多義語の意味の特定が可能な意味特定アプリをシステムに組み入れることにした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、使用頻度が高くかつ難易度の高い多義語の収集および多義語の意味の決定パタ



ーンの抽出を行うとともに、そこから得た知見を基に、多義語の意味を自動で特定するアプリ

ケーション（以下「意味特定アプリ」）を開発する。この「意味特定アプリ」は、評価実験を経

て完成させ、入力文を自動でやさしい日本語に書き換えるシステム『やさしくなーれ』に組み

入れて公開する。研究の流れは次の通りである。 

 (1) 多義語を例文とともに収集し、やさしい日本語による書き換えリストを作成する 

(2) 例文を分析し、多義語の意味の決定パターンを抽出する 

 (3) 意味の決定パターンによって多義語を分類する 

(4) 書き換えの有効性に関して学習者による評価実験を行う 

(5) 評価実験をもとに書き換えシステムの改良を行う 

(6) 多義語の意味の特定が可能な「意味特定アプリ」を開発する 

(7) 日本語教師の協力を得て「意味特定アプリ」の運用実験を行う 

(8) 運用実験の結果をもとに「意味特定アプリ」の改良を行う 

 (9) 日本語学習者を対象として、多義語対応の『やさしくなーれ』の運用実験を行う 

 (10) 多義語対応の『やさしくなーれ』を、共生のための読解支援環境として無償公開する 

以上によって、Web 上に「日本語弱者のための読解支援環境」を提供することが可能になる。

運用実験は、日本語の母語話者および世界各国の日本語学習者の協力を得て行い、その結果を

もとに改良を加えて、実用的価値の高い日本語読解支援環境として提供する。 

 

４．研究成果 

(1) 難易度の高い多義語の選定 

 難易度の高い単語の選定は、UniDic の語彙素約 16 万語をもとにした。このうち、初級（旧

日本語能力試験の出題基準をもとにした 3級と 4級）の語以外を対象とした。語の選定基準と

しては、新聞コーパスにおいて出現頻度の高いものを抽出し、形容動詞（形状詞）とサ変動詞

（名詞・サ変可能）を中心に多義語リストを作成した。 

(2) コロケーションに配慮した書き換えリストの作成 

 やさしい日本語への書き換えリストは、単語レベルではなく、前後の語句にまで配慮し、難

易度の高い表現とやさしい日本語での表現を併記したリストを作成した。リストの作成にあた

っては、形態素 N-gram コーパスおよび新聞コーパスを活用し、多義語の各意味を特定しうる条

件を抽出した。また、慣用表現や連語等、コロケーションによって意味の変わる語に対しての

配慮も行った。 

(3) 「意味特定アプリ」の開発 

 上記のコロケーションに配慮した書き換えリストをもとに、各活用形にも対応しうる「意味

特定アプリ」を開発した。また、サ変動詞+名詞によって構成される複合語に関しては、コーパ

スをもとにして前項となる動詞の活用形を特定する仕組みも整えた。「意味特定アプリ」は、『や

さしくなーれ』に組み入れる形で開発した。なお、適切な書き換えが難しい語や上述した対応

では意味の特定が難しい語に関しては、書き換えは行わず、バルーンを用いて、やさしい日本

語で意味を説明することにした。 

(4) システムの有効性に対する運用実験をもとにした改良 

 今回開発したシステムの有効性を検証するために、日本語学習者を対象に運用実験を行った。

運用実験の結果をうけて、出力画面では、入力された本文と書き換え文を並記することにした。

また、入力された本文・書き換え文・バルーン内の説明文に含まれるすべての漢字に自動で読

みを表示する等の改良も行った。 



(5) システムの公開 

 研究の成果物であるシステムを Web（http://yasashiku.chuta.jp/）上で無償公開すること

により、本研究の目的である多義語の意味の自動特定機能を組み入れたやさしい日本語による

読解支援環境の提供が可能になった。このシステムは、日本語弱者だけでなく、やさしい日本

語を媒介に情報を提供する必要のある機関等での活用も可能である。なお、本システムでは、

書き換えリストをもとにすべての書き換えを自動で行っているので、やさしい日本語への書き

換えが適切ではない場合もある。そのため、本研究終了後も書き換えリストの整備は継続して

いく予定である。 
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